












②サポートセンターが食支援を行う活動団体との連携を通じ
て、地域の子ども達の状況を把握し最新のニーズを把握する
ことができるようになる

➀サポートセンターへの相談件数
②サポートセンターが外部の会合等で地域の
子ども達、こども食堂等居場所の現状につい
て発信した実績

ゼロとして設定 ➀相談件数が増えている
②年３回程度外部主催の催事で情報を発信
している

2025年2月

②サポートセンターがこども食堂等居場所に対して子どもと
の関わり方に関するスーパーバイズができるようになる

➀サポートセンターが関わっている個別世帯
支援をするこども食堂の数
②サポーセンターが外部の福祉機関と連携し
た実績

ゼロとして設定 全体でそういった個別支援をしている団体
がどれくらいなのかを把握し、対象団体へ
適切な助言を行うことができている

2025年2月

➀資源が循環されるためのロジ・ハブ拠点が作られ、食支援
の基盤を強化するための多様な機関からなる有機的な協議体
が生まれている

協議体に参画している関係者の数、業種の
広がり

ゼロとして設定 行政・社協、非営利セクター、他業種の企
業が参画している

2025年2月

➀実行団体の支援地域で食を通じた活動をする団体へ寄贈物
資を分配することができる

食品提供量・提供団体 ゼロとして設定 食品提供量・提供団体数ともに増えてい
る。実行団体が設定した目標値に対する達
成状況から判断する

2025年2月

➀「こども食堂等居場所」がミールズ・オン・ホイールズ
ロジシステムを活用し、子ども達へ多様な体験機会を提供で
きるようになる

サポーセンターのマッチングによってこど
も食堂等居場所が新しくつながった地域資
源の事例

ゼロとして設定 サポーセンターのマッチングによってこど
も食堂等居場所が繋がっている地域資源が
増えている

2025年2月

➀「こども食堂等居場所」がミールズ・オン・ホイールズ
ロジシステムを活用し、子ども達へ多様な体験機会を提供で
きるようになる

ロジシステムによって、できた体験機会の
提供の実績（提供主・提供内容の事例）

ゼロとして設定 年３プログラム程度の体験機会を提供する
ことができている

2025年2月

(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
➀地域の「こども食堂等居場所」が充足し、その運営も安定
している

①サポートセンターが支援する食事を提供す
る「こども食堂等居場所」の数が増える
②「こども食堂等居場所」の自己資金使用
（持ち出し）が減る
③「こども食堂等居場所」に提供される物資
や人が増える
④獲得する助成金や補助金を受ける「こども
食堂等居場所」が増える

実行団体が選定されてから事前評価にて把
握する

➀②③いずれも初期値・状態よりも改善され
ていて、活動団体の6割程度の団体がこれから
も活動を継続できる見込み・意向が確認でき
る状態

2025年2月
















